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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人がわたしにと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そうい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた方は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何もすることができないからです。　ヨハネ１５：５
　　　　　　　嵐の中の平安　 マルコ　４：３５－４１
　
１９６３年１２月１６日神戸始発の一万トンの貨物船、阿蘇春丸が横浜の岸壁から徐々に離れて、カリフォルニアのロングビーチに向けて出帆しました。到着予定日は１９６４年元旦です。晴天の日がつづき、空の青さと海の青さのコンビネーションの美しさは表現できないほどで、６～７羽のかもめが同じスピードで船のすぐ後につき、平穏そのものでした。ところが、太平洋の真ん中ごろに来たときの夜中に、船が大揺れに揺れ出しました。大波は船の横腹をたたきつけ、しぶきは甲板に飛び散り、時には大波が船にかぶさってきます。船の床下一枚隔てたところは、荒れ狂う地獄のような海です。貨物船でしたが二人の学生客がいて、彼らは嵐におびえていました。船員たちは落ち着いたもので、こんな嵐は小さい方でしょっちゅう経験している、もっと大きな嵐を何回か経験している、とにこにこしながらいいました。二人の学生のうちの一人が、救い主イエス・キリストを知らなかったときの私でした。海で働いている漁師や海運業の船員さんたちも命がけで働いていることを思うと、そのご苦労にもっと感謝すべきです。
嵐は海だけではなく、陸地においても、さらに人生行路においても、さまざまなかたちで襲ってきます。マルコの御言葉は、嵐を通して貴重なレッスンを教えています。
１．突然の嵐
ガリラや湖は小高い山々に囲まれ、沿岸には緑の草木が生い茂り、美しい花が咲き、小鳥は飛び交い、風光明媚なところです。おいしい魚もよく獲れます。そのような美しい自然の環境の中でも、悩み苦しみ希望を失った人々が大勢いました。イエス・キリストは弟子たちを連れてガリラヤ湖畔で伝道した後の夕方、弟子たちと共に東方の向こう岸へ渡ろうとしているとき、突然大嵐が襲いました。イスラエルでは雨が降ったとき、涸れ川にも、低地にも、鉄砲水が押し寄せて非常に危険なことがあります。石が多いので降った雨が地面にあまりしみ込まないで、大部分がそのままドーッと流れるからです。ガリラヤ湖上を襲う強風は、鉄砲風ともいうべき通風筒から吹き出すような強風が、普段静かな水面を直撃します。日中は暑く、夜は急激に冷えこむ天候の特徴で、ヘルモン山や近隣の山間から吹き降ろす圧縮された冷気が暴風を引き起こします。いつもは大勢の群集が周囲におるので、弟子たちはイエス・キリストとゆっくり時間をとって交わり、じきじき教えを請いたい思いだったでしょう。ところが突然の大嵐で、事態は一変しました。自然の嵐や人生の嵐は、突然に誰にでも襲ってくる可能性があります。そのときに信仰の真価が問われます。
２．弟子たちの叫び
ペテロや他の弟子たちも漁師をしていたので、嵐にあったときの心得はあったはずでしたが、あまりにも大きな嵐に戸惑い、パニックになったようです。パニックになると正しい判断はできなくなります。舟は波をかぶって水浸しになりそうで、弟子たちは大騒ぎをしたが、イエス・キリストご自身も冷たい水でぬれたでしょうが、寝ておられました。「先生。私たちがおぼれて死にそうでも、なんとも思われないのですか。」と、弟子たちは不安と焦燥の中から不平と非難の語調を含んだ叫びとなって、イエス・キリストにすがり、助けを求めました。信仰と不信仰とが入り混じったような弟子たちの態度でした。イエス・キリストはすでに数々の奇跡をあらわして、超自然の力を有するお方であることを弟子たちは知っていたにもかかわらず、嵐のときに弟子たちはあわてました。これは他人事でしょうか。事情こそ違っても、大困難なことは誰にでも起こりうることです。
３.　信仰の試み　
イエス・キリストが同じ船に乗っているのに、弟子たちは猛り狂う大波を見て、溺れ死ぬ恐怖に襲われました。イエス・キリストは助けを求める弟子たちに応えて起き上がり、風をしかり、湖に「黙れ、静まれ。」といわれると、風は
やんで大なぎになりました。自然界と霊界の不調和を来たらすその背後にある、悪の正体に向けての語調を想わされま
す。イエス・キリストは外的な嵐を静め、弟子たちの信仰の不十分さを指摘しつつ、彼らの心の中の嵐を静められまし
た。弟子たちは「・・・いったいこの方はどうゆう方なのだろう。」と驚きの声を発して、まだイエス・キリストが誰
であるか理解できていなく、嵐を通して十分な信仰がなかったことが分かります。
イエス・キリストは自然界をも支配する全能の神の力があるマスターカードを所有しておられましたが、神権をフルに

用いないで父なる神の御心に添って必要なときだけ用いて、僕のかたちをとって十字架の死に至るまで従順であれまし
た。
人生行路において、主が共におられてもさまざまな試練の嵐に遭いますが、自分の弱さを認め、主の力をいただいて

艱難に立ち向かうことができます。　

「だから、神である主は、こう仰せられる。『見よ。わたしはシオンに一つの石を礎として据える。これは、試みを
経た石、堅く据えられた礎の、尊いかしら石。これを信じる者は、あわてることがない。』」　イザヤ２８：１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞
